
♀精液でエリート乳牛を増産！

【背景・目的】
優秀な乳用牛の雌子牛を効率的に生産するため

に受精卵移植技術が用いられています。
近年、この受精卵を作る際の人工授精用精液と

して♀精子を９０％以上含む性選別精液が使われ
るようになりましたが、この精液は通常精液に比
べ授精能が低く、封入精子数も少ないことから、
採卵のためには多くの精液を使ったり専用の器具
で子宮の深部に注入することなどが行われてきま
した。
そこで、選別精液を使用するための過剰排卵プ

ログラムと精液の注入部位について検討しました。
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２ 選別精液注入部位の検討
正常卵率について、注入部位による差は

なかったことから、専用の器具を使わない
子宮浅部注入でも問題なく採卵できること
がわかりました（図４，５）。このことか
ら、専用器具を使わず低コストでの胚生産
が可能であることが示唆されました。

性選別精液を利用したホルスタイン種からの受精卵生産

図１ 通常精液と選別精液

【成果の内容】
１ 過剰排卵処理プログラムの検討
過剰排卵処理の際に前処理を行うこと

で安定した採胚成績が得られ、処理前の
卵胞吸引を注射薬へ変更しても変わらな
い成績であった（図２，３）。このこと
から、フィールドでの採胚に利用が可能
であることが示唆されました。

図２ 過剰排卵処理プログラム

図３ 前処理の違いによる採卵成績

図４ 精液注入部位

図５ 注入部位の違いによる採卵成績


